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  市民の皆さんにご好評をいただいております、『はちのへ市史研究』の第４号が発刊
されました。 

 『はちのへ市史研究』では、平成10年度からスタートした市史編さん事業の成果など

を、論文や資料紹介・部会の活動報告等のかたちで、いち早く市民の皆さんへご紹介し

ています。さらに市史編さん事業の中で研究者向けに行われた講演会記録も本誌に収録

されています。 

     定価1,700円（税込み）87頁 
 

《お買い求め先》 

○伊吉書店（西店）  0178-28-8211 

○カネイリ（番町店） 0178-46-1812 

○木村書店（本店）  0178-24-3366 

○その他八戸市内書店 

主な内容: 

《研究論文》 

●近世初期八戸家（根城南部家）の知行所について…近世初
期の八戸家(根城南部家)が、八戸地域をどのような形で支配し

ていたか、その実態についての研究論文です。 

《講演会記録》 

●オシラ祭文源流考…日本の民俗学の重要なテーマであり、八
戸地域「オシラサマ」の、その祭文の起源について語ります。 

《資料紹介》 

●青山家と南部漁夫…明治時代からの、南部地方から北海道へ
の漁業出稼ぎに関する資料を紹介します。 

●八戸呉服木綿商組合の「決議録 明治三十四年（第四月吉

辰）」…明治時代に東北本線が開通したことにより、競争激化
に応じて八戸地域の商人が結成した組合の資料を紹介します。 

●大正十三年神田重雄日記について…神田重雄氏 (第２代八
戸市長)が、八戸の振興策をどのように構築したのかを紹介し

ます。 

●八戸大火後の町復興の先達 関翁～記録に見る関春茂氏

の足跡～…八戸町長であった、関春茂による八戸大火当時の
施策などの資料から、関春茂の人となりをたどります。 

●太平洋～十和田湖～日本海を結ぶ青秋横断鉄道構想

（｢大八戸｣論）…八戸港から日本海側へ向かう横断鉄道を敷
設しようとした、昭和初期の構想を紹介します。 
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４／１５（土） 近・現代部会会議 

４／１６（日） 近世部会会議 

４／２１（金） 原始・古代・中世部会会議 

４／２２（土） 自然・民俗・文化財部会会議 

５／１６（火） 資料調査（ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ作成）青森市 

５／１８（木） 八戸市史編集委員会 

５／２７（土） 近・現代部会会議 

５／３１（水） 八戸市史編纂委員会 

６／１２（月） 文化財班会議 

６／２０（火） 近・現代部会会議 

６／２５（日） 近世部会会議 

 部会員は、八幡遺跡の発掘調査をしながら、分担して「考古資料編１（遺跡解説編）」の原稿の2

度目の読み込みを行っています。これと同時に、ルビ付けや解説の必要な用語をピックアップした

り、わかりやすいイラスト、写真、土器形式表などの検討をする編集作業をし、高校生でも読める

「考古資料１」の19年度刊行を目指して活動しています。秋頃からは「考古資料編２（項目別資料

編）」の執筆準備に入る予定です。 

 近世部会では今年度に「近世資料編１」の刊行を予定しています。刊行に向けて最後の編集作業を

行っています。また「近世資料編３」の編集のため、今年度に入り２回の会議を開催し、項目の検討

を行いました。現在のところを「資料編３」は文芸などを取り上げていく方向で検討中です。項目の

検討と合わせて、市史編さん資料の中から市史に掲載する作業を行っています。 

 近・現代部会では、作業のスピードアップ化を図り、月１回のペースで会議を開催して部会の活動

を進めています。現在は、今年度刊行予定の「近・現代資料編１」の印刷に向けて、原稿の調整作業

を行っています。また、今年度は「近・現代資料編３」の執筆作業が始まりますので、それに伴い市

内調査を随時行う予定です。 

 民俗班は、4月22日に第１回会議を開き今年度刊行予定である５冊（中心街、是川、館、南浜、上

長地区）の民俗報告書刊行スケジュールと補足調査の実施について、また本編「民俗」の執筆項目に

ついて検討しました。調査は中心街地区で未調査であった稲荷町、新荒町の聞き取りをしました。 

 文化財班は、6月12日に第１回会議を開き「文化財編」の資料収集方法と構成内容について検討し

ました。 

編纂委員会の様子 


